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クラシック音楽とジェンダー  
「多様性」はクラシック音楽の救世主になるか？  

 
 

お茶の水女子大学教授 (音楽学 )   井上  登喜子  
 
 
 
 
１．はじめに  

 
ク ラ シ ッ ク 音 楽 と ジ ェ ン ダ ー に ど ん な 関 係 性 が あ る の か と 訝 し く 思 う 人 も い る だ ろ う 。 鳴 り

響 く 音 そ の も の に ジ ェ ン ダ ー は な い の だ か ら 。 し か し 、 近 代 ヨ ー ロ ッ パ で 生 ま れ た ク ラ シ ッ ク
音 楽 は 、実 の と こ ろ 、ジ ェ ン ダ ー 規 範 と 強 く 結 び つ い て い る 。そ も そ も 近 代 と は 、「 公 と 私 の 領
域 を 二 分 し 、 そ れ ぞ れ に 男 女 の 活 動 領 域 を あ て が い 、 異 性 愛 主 義 に 基 づ く 性 役 割 の イ デ オ ロ ギ
ー に よ っ て 社 会 が 形 づ く ら れ た 時 代 」  (弓 削 2 0 2 2 : 3 0 0 )だ っ た 。 そ れ 以 来 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 家
は 様 々 な ジ ェ ン ダ ー 不 均 衡 に 直 面 し て き た 。 と り わ け 女 性 音 楽 家 は 、 創 作 や 演 奏 の 現 場 で 、 能
力 や 資 質 が 等 し い 場 合 も 、「 男 ら し さ 」／「 女 ら し さ 」に 意 味 づ け ら れ た ジ ェ ン ダ ー 規 範 に よ っ
て 、 平 等 な 機 会 や 評 価 を 提 供 さ れ て こ な か っ た の で あ る 。  
一 方 、 最 近 の 研 究 は 、 性 別 に よ る 無 意 識 の 思 い 込 み （ ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス ） を 取 り 除

い た 環 境 で は 女 性 の オ ー ケ ス ト ラ 奏 者 の 採 用 率 が 増 加 す る こ と や 、 女 性 指 揮 者 の 定 期 演 奏 会 レ
パ ー ト リ ー は 革 新 的 な 選 曲 率 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 本 稿 は 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 に お け る ジ ェ
ン ダ ー ・ イ シ ュ ー に 注 目 し 、 最 新 の オ ー ケ ス ト ラ 研 究 か ら 、 音 楽 家 を め ぐ る ジ ェ ン ダ ー 不 均 衡
に 関 す る 事 実 を 証 し 、 そ の 方 向 転 換 の 道 筋 を 考 え た い 。  
 
 
２．女性指揮者の「ガラスの天井」  
 
オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 は 国 際 的 に 見 て も 女 性 の 進 出 が か な り 遅 れ て い る 分 野 だ 。「 マ エ ス ト

ロ 」（ 男 性 名 詞 ） と い う 尊 称 に 象 徴 的 な よ う に 、 指 揮 者 の 仕 事 に 求 め ら れ る 統 括 能 力 と 男 性
性 を 結 び つ け る 考 え は 今 な お 根 強 く 、 オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 の ジ ェ ン ダ ー 不 均 衡 は 著 し い 。  
「 オ ー ケ ス ト ラ の 指 揮 者 は き わ め て 難 し い リ ー ダ ー シ ッ プ の 問 題 に 直 面 す る 。一 言 も 発 す

る こ と な く 完 璧 な ハ ー モ ニ ー を 作 り 出 す の だ か ら 」（ T a l g a m  2 0 0 9）。 異 色 の 指 揮 者 イ タ イ ・
タ ル ガ ム は 、T E D  の 講 演「 偉 大 な 指 揮 者 に 学 ぶ リ ー ダ ー シ ッ プ 」で こ う 語 り 、2 0 世 紀 の「 偉
大 な 指 揮 者 」 5 名 の 指 揮 ス タ イ ル を 引 き 合 い に 出 し 、権 威 的 に せ よ 協 働 的 に せ よ 、指 揮 台 か
ら コ ン ト ロ ー ル す る 力 が い か に 重 要 か を 示 し た 。  
と こ ろ で 、「 偉 大 な 指 揮 者 」 と 聞 い て 、 読 者 の 多 く は 、 男 性 を 思 い 浮 か べ る の で は な い だ

ろ う か 。タ ル ガ ム 氏 が 挙 げ た 5 名（ リ ッ カ ル ド・ム ー テ ィ 、リ ヒ ャ ル ト・シ ュ ト ラ ウ ス 、ヘ
ル ベ ル ト・フ ォ ン・カ ラ ヤ ン 、カ ル ロ ス・ク ラ イ バ ー 、レ ナ ー ド・バ ー ン ス タ イ ン ）も す べ
て 男 性 、し か も 西 洋 白 人 男 性 ば か り だ 。こ う し て「 指 揮 者 ＝（ 西 洋 白 人 ）男 性 」と い う 固 定
観 念 は 再 生 産 さ れ 、 他 の 属 性 の 指 揮 者 の 前 に は 高 い 壁 が 立 ち は だ か る 。  
そ ん な 中 、指 揮 者 へ の「 切 符 」を 手 に 入 れ る た め に 一 役 買 っ た の が コ ン ク ー ル だ 。 2 0 世 紀 中

葉 に 各 地 で 国 際 指 揮 者 コ ン ク ー ル が 設 立 さ れ る と 、女 性 の 受 賞 者 も 登 場 し た 。1 9 6 6 年 の デ ィ ミ
ト リ・ミ ト ロ プ ー ロ ス・コ ン ク ー ル で は 、シ ル ヴ ィ ア・カ デ ュ フ ( 1 9 3 7 年 生 )が 女 性 と し て 初 め
て 優 勝 し 、ド イ ツ の ゾ ー リ ン ゲ ン 市 立 管 弦 楽 団 の 総 監 督 に 就 任 し た 。1 9 8 2 年 の ブ ザ ン ソ ン 国 際
指 揮 者 コ ン ク ー ル で は 、松 尾 葉 子 ( 1 9 5 3 年 生 )が 女 性 と し て 史 上 初 、日 本 人 と し て は 小 澤 征 爾 に
つ い で 二 人 目 と な る 優 勝 を 果 た し 、 1 9 9 9 年 に セ ン ト ラ ル 愛 知 交 響 楽 団 の 常 任 指 揮 者 に 就 任 し



2 
 

た 。  
女 性 指 揮 者 の パ イ オ ニ ア の 活 躍 は 少 し ず つ 拡 が り を 見 せ て い る 。 米 国 出 身 の マ リ ン ・ オ ル

ソ ッ プ（ 1 9 5 6 年 生 ）の ボ ル テ ィ モ ア 交 響 楽 団 音 楽 監 督 就 任（ 2 0 0 7 年 、米 国 初 ）、フ ィ ン ラ
ン ド 出 身 の ス ザ ン ナ ・ マ ル ッ キ （ 1 9 6 9 年 生 ） の ヘ ル シ ン キ ・ フ ィ ル 首 席 指 揮 者 就 任 （ 2 0 1 6
年 ） 、 リ ト ア ニ ア 出 身 の 若 手 指 揮 者 ミ ル ガ ・ グ ラ ジ ニ ー テ ＝ テ ィ ー ラ （ 1 9 8 6 年 生 ） の 英 国
バ ー ミ ン ガ ム 市 交 響 楽 団 音 楽 監 督 就 任 と B B C プ ロ ム ス 初 登 場（ 2 0 1 6 年 ）の ニ ュ ー ス は 人 々
の 注 目 を 集 め た 。  
そ れ に も 拘 わ ら ず 、全 米 オ ー ケ ス ト ラ で 女 性 指 揮 者 が 占 め る 割 合 は 9 . 2％ 、ヨ ー ロ ッ パ は

6％ 以 下 に 留 ま る（ B e a r d s l e y  2 0 2 0）。世 界 の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ の 常 任 指 揮 者 は 男 性 で 占 め ら
れ て お り 、 女 性 指 揮 者 の 参 入 へ の 障 壁 は ま だ 高 い 。  

 
 

３．指揮者の多様性は新たな価値を創出するか？  
 
と こ ろ で 、 女 性 指 揮 者 の 進 出 を 阻 む 原 因 は 、「 能 力 」 に 起 因 す る の か 、 そ れ と も 音 楽 業 界

に 蔓 延 す る 「 ジ ェ ン ダ ー の 不 均 衡 」 に よ る も の か 。 女 性 指 揮 者 の 登 用 が も た ら す 指 揮 者 の 多
様 化 は オ ー ケ ス ト ラ 文 化 に 新 た な 価 値 を 生 み 出 す だ ろ う か 。筆 者 は 、こ れ ら の 根 源 的 な 問 い に
対 し 、 デ ー タ に 基 づ く 分 析 か ら フ ァ ク ト を 示 す 必 要 性 が あ る と 考 え て い る 。  
筆 者 が 現 在 取 り 組 ん で い る 研 究 は 、 女 性 指 揮 者 が 、 能 力 や 資 質 が 等 し い 場 合 に 、 男 性 と 平 等

の 機 会 を 提 供 さ れ て き た か 、 女 性 指 揮 者 の 参 入 が 新 し い 価 値 を 創 出 し て き た か を 、 複 数 の 国 の
オ ー ケ ス ト ラ の 定 期 演 奏 会 デ ー タ か ら 検 証 す る と い う も の だ (参 考 文 献 ４ )。 ク ラ シ ッ ク 音 楽 や
オ ー ケ ス ト ラ の 聴 衆 の 固 定 化 か ら そ の 将 来 が 危 惧 さ れ る 今 日 、 女 性 指 揮 者 の 参 入 に よ る 指 揮 者
の 多 様 化 が 、 レ パ ー ト リ ー の 固 定 化 か ら の 脱 却 に よ る 新 た な 価 値 創 出 を も た ら す か は 、 オ ー ケ
ス ト ラ 界 の 明 日 の 浮 沈 に 係 わ る 問 い だ 。  
 筆 者 が 分 析 し た ド イ ツ 、米 国 、日 本 の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ（ ベ ル リ ン・フ ィ ル 、ニ ュ ー ヨ ー
ク・フ ィ ル 、N H K 交 響 楽 団 ）の 定 期 演 奏 会（ 1 9 4 6－ 2 0 1 4 年 ）に お け る 指 揮 者 の 属 性 と 選 曲
に 関 す る 結 果 を 紹 介 し よ う 。  
女 性 指 揮 者 が 定 期 演 奏 会 で 演 奏 し た プ ロ グ ラ ム に は 、従 来 取 り 上 げ ら れ て こ な か っ た 作 曲

家 に よ る 作 品 が 多 く 含 ま れ て い た 。グ ル ー プ 別 の 比 較 を 行 っ た 結 果 、女 性 指 揮 者 に よ る「 新
し い 作 曲 家 」の 導 入 率（ 1 2 . 6％ ）は 、男 性 指 揮 者 に よ る 導 入 率（ 3 . 6％ ）よ り も 、は る か に 高
い 。一 方 、ベ ー ト ー ヴ ェ ン 、モ ー ツ ァ ル ト 、ブ ラ ー ム ス を 始 め と す る 大 作 曲 家 の 演 奏 率 を 比
べ る と 、 男 性 指 揮 者 全 体 で は 6 0％ を 超 え て い る が 、 女 性 指 揮 者 は 4 2 . 6％ で あ り 、 女 性 指 揮
者 は い わ ゆ る「 正 典 」レ パ ー ト リ ー を 選 択 す る 確 率 が 、男 性 指 揮 者 よ り も 低 い 。こ の よ う に 、
女 性 指 揮 者 に は 、大 作 曲 家 の レ パ ー ト リ ー か ら は 距 離 を 置 き 、新 し い レ パ ー ト リ ー に 取 り 組
む 実 態 が デ ー タ か ら 観 察 さ れ た 。  
た だ し 、 こ の デ ー タ に 含 ま れ る 女 性 指 揮 者 は わ ず か 1 1 人 、 全 体 数 6 6 0 名 余 の 2％ 未 満 で

あ る こ と を 断 っ て お く 必 要 が あ る 。 そ の 1 1 名 に は 、 フ ラ ン ス 人 音 楽 家 で 名 教 師 と し て 名 高
い ナ デ ィ ア・ブ ー ラ ン ジ ェ を 筆 頭 に 、前 述 の シ ル ヴ ィ ア・カ デ ュ フ（ ス イ ス 出 身 ）や マ リ ン・
オ ル ソ ッ プ （ 米 国 ） や ス ザ ン ナ ・ マ ル ッ キ （ フ ィ ン ラ ン ド ）、 エ マ ヌ エ ル ・ ハ イ ム （ フ ラ ン
ス ）、中 国 系 ア メ リ カ 人 指 揮 者 シ ャ ン・ジ ャ ン（ X i a n  Z h a n g）な ど 、「 女 性 初 」と 冠 さ れ る キ
ャ リ ア を 積 ん で き た 、 多 様 な 出 身 国 の パ イ オ ニ ア が 含 ま れ る 。  
革 新 的 な 選 曲 の 背 景 に は 、メ ジ ャ ー・オ ー ケ ス ト ラ に 進 出 し た 女 性 指 揮 者 が パ イ オ ニ ア と

し て の「 フ ロ ン テ ィ ア 精 神 」を 持 ち 合 わ せ て い た こ と や 、オ ー ケ ス ト ラ の 芸 術 性 や 方 針 が も
っ と も 問 わ れ る 定 期 演 奏 会 に 女 性 指 揮 者 を 登 用 し た 楽 団 側 や 音 楽 監 督 の 戦 略 的 意 図 な ど 、さ
ま ざ ま な 要 因 が 絡 ん で い る 。 何 よ り 、 こ の 数 字 は 、 2 1 世 紀 に な っ て も 、 女 性 指 揮 者 が 主 要
オ ー ケ ス ト ラ の 定 期 演 奏 会 の 指 揮 台 に 立 つ の が い か に 困 難 か を 示 し て い る 。  
と も あ れ 、女 性 指 揮 者 の 参 入 が 、新 た な レ パ ー ト リ ー の 創 出 を も た ら す と い う 結 果 は 、オ ー
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ケ ス ト ラ 文 化 の 将 来 に と っ て 重 要 な 示 唆 を 持 つ 。し か し 、女 性 指 揮 者 の 登 壇 回 数 が ま だ ま だ 少
な す ぎ る 。ジ ェ ン ダ ー 、国 籍 、人 種 、キ ャ リ ア パ ス 等 の ボ ー ダ ー（ 境 界 ）を 超 え て 登 壇 す る 指
揮 者 が 、オ ー ケ ス ト ラ 文 化 に 既 存 の 価 値 観 と は 異 な る「 新 し い パ ー ス ペ ク テ ィ ブ（ も の の 見 方 ）」
を 切 り 拓 く 姿 を も っ と 見 た い 。  
 
 
４．オーケストラ界は多様性を実現できるか？  
 
近 年 、 オ ー ケ ス ト ラ 組 織 に お け る ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス （ 無 意 識 の 思 い 込 み ） と 女 性 演

奏 者 の 雇 用 の 関 係 や 、 楽 団 員 の ジ ェ ン ダ ー 構 成 で 変 化 す る 演 奏 家 の モ チ ベ ー シ ョ ン や 満 足 度 に
関 す る 実 証 研 究 が 注 目 を 浴 び て い る 。 以 下 の 研 究 結 果 は 、 女 性 音 楽 家 が 音 楽 能 力 以 外 の 要 因 か
ら 採 用 を 阻 ま れ や す い こ と や 、 音 楽 能 力 を 重 視 す る 組 織 で は ジ ェ ン ダ ー 多 様 性 が 高 い こ と を 示
し て い る 。  
 
4 - 1．アンコンシャス・バイアスと女性の採用：ブラインド・オーディション  

 
2 0 世 紀 中 葉 ま で 、米 国 の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ の オ ー デ ィ シ ョ ン の 候 補 者 は 、音 楽 院 教 師 が 推 薦

す る 教 え 子 の 男 性 で 占 め ら れ て い た 。 こ う し た 偏 り を な く す た め に 、 1 9 7 0 年 代 か ら 1 9 8 0 年 代
に か け て 、 オ ー デ ィ シ ョ ン は 公 募 形 式 に 変 更 さ れ 、 審 査 員 か ら 候 補 者 の 容 姿 を 隠 す 「 ス ク リ ー
ン 」を 置 く「 ブ ラ イ ン ド・オ ー デ ィ シ ョ ン 」方 式 が 採 用 さ れ 始 め た 。 2 0 2 3 年 に ノ ー ベ ル 経 済 学
賞 を 受 賞 し た 女 性 経 済 学 者 ク ラ ウ デ ィ ア ・ ゴ ー ル デ ィ ン （ ハ ー バ ー ド 大 学 教 授 ） と バ イ デ ン 政
権 下 で 大 統 領 経 済 諮 問 委 員 会 第 3 0 代 委 員 長 を 務 め た セ シ リ ア ・ ラ ウ ズ は 、 雇 用 に お け る ア ン
コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス の 検 証 の た め 、 全 米 オ ー ケ ス ト ラ の オ ー デ ィ シ ョ ン の デ ー タ を 分 析 し 、
ス ク リ ー ン の 設 置 が 、 女 性 の 楽 団 員 比 率 を 2 5％ 以 上 増 加 さ せ る と い う 結 果 を 示 し た ( G o l d e n ;  
R o u s e  2 0 0 0 )。ブ ラ イ ン ド・オ ー デ ィ シ ョ ン の 導 入 が オ ー ケ ス ト ラ に お け る 女 性 演 奏 者 の 採 用 や
昇 進 の 確 率 を 高 め る と い う 実 証 結 果 は 、 ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス の 可 視 化 の 成 功 に よ り 、 世
の 中 に 大 き な イ ン パ ク ト を 与 え た 。  
 
4 - 2．オーケストラ奏者のジェンダー構成  

 
ド イ ツ の 社 会 学 者 ユ ッ タ ・ ア ル メ ン デ ィ ン ガ ー 等 は 、 米 国 ・ 英 国 ・ ド イ ツ の オ ー ケ ス ト ラ を

調 査 し 、楽 器 奏 者 の ジ ェ ン ダ ー 構 成 が 仕 事 の 満 足 度 に 与 え る 心 理 的 影 響 を 分 析 し た 。そ の 結 果 、
「 女 性 の 少 な い オ ー ケ ス ト ラ 」 で は 、 女 性 は 目 立 た ぬ よ う に 既 存 の 組 織 の 規 範 を 守 ろ う と し 、
「 移 行 期 の オ ー ケ ス ト ラ （ 女 性 比 率 1 0％ ～ 4 0％ ）」 で は 、 男 性 ／ 女 性 グ ル ー プ 間 の ス テ レ オ タ
イ プ 化 や 衝 突 に よ る 緊 張 感 が 高 ま っ て い た 。し か し 、「 バ ラ ン ス の と れ た オ ー ケ ス ト ラ（ 女 性 比
率 4 0％ ～ 5 0％ ）」 で は 、 い ず れ の ジ ェ ン ダ ー ・ グ ル ー プ も 正 当 に 扱 わ れ て い る と い う 満 足 度 が
高 く 、 相 互 支 援 に 向 か う こ と を 明 ら か に し た （ A l l m e n d i n g e r ,  e t  a l .  1 9 9 6）。 ジ ェ ン ダ ー 多 様 化
は 演 奏 者 全 体 の 満 足 度 を 高 め て お り 、 演 奏 そ の も の に も 好 影 響 を 与 え て い る 。  

 
 

５．「女性限定」指揮者コンクール  
 

2 0 2 0 年 9 月 に 、 パ リ の 団 体 「 L a  M a e s t r a」 主 催 で 女 性 限 定 の 国 際 指 揮 者 コ ン ク ー ル が 開
始 さ れ 、今 年 で 第 3 回 を 数 え る 。初 回 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 3 月 開 催 の 予 定
を 延 期 し て の 実 施 だ っ た が 、世 界 5 0 ヵ 国 以 上 か ら 2 0 0 通 以 上 の 応 募 が 集 ま り 、1 2 名 が 最 終
審 査 に 進 み 、 3 名 が 入 賞 、 5 名 に 特 別 賞 が 与 え ら れ た（ B e a r d s l e y  2 0 2 0）。共 同 主 催 者 で フ ラ
ン ス 人 女 性 指 揮 者 の ク レ ー ル・ジ ボ ー（ 1 9 4 5 年 生 ）は 、「 音 楽 組 織 の 上 層 部 を 男 性 が 占 め る
こ と が ジ ェ ン ダ ー 不 均 衡 の 原 因 」と 指 摘 し 、審 査 員 の 一 人 マ リ ン・オ ル ソ ッ プ は 若 い 女 性 が
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早 く か ら 経 験 を 積 め る よ う に 、「 女 性 指 揮 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ と サ ポ ー ト シ ス テ ム 」 の 必 要 性
を 説 く 。 地 元 フ ラ ン ス で は 、代 表 的 な 日 刊 紙 『 ル ・ モ ン ド 』 や『 ル ・ フ ィ ガ ロ 』か ら 女 性 フ ァ
ッ シ ョ ン 雑 誌 ま で が 報 道 し 、珍 し い コ ン ク ー ル の 紹 介 に 留 ま ら ず 、音 楽 的 な 評 価 や「 女 性 限 定 」
の 意 義 に 一 歩 踏 み 込 ん だ 記 事 も あ り 、 関 心 の 高 さ が 窺 え る 。 一 方 、 日 本 で は ほ と ん ど 話 題 に な
ら な か っ た 。  
近 年 、ジ ェ ン ダ ー 平 等 や 多 様 性 を 推 進 す る 世 界 的 取 り 組 み ― 例 え ば 、企 業 の 重 要 意 思 決 定

機 関 に 占 め る 女 性 割 合 の 向 上 を 目 的 と す る「 3 0％ ク ラ ブ 」、S D G s「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」の
第 5 目 標「 ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 実 現 」な ど ― が 進 む 。政 治 や 経 済 に お け る ク ォ ー タ 制（ 法 制 度
に よ り 女 性 比 率 を 一 定 以 上 に 義 務 付 け る こ と ）の 考 え に よ れ ば 、性 別 や 年 齢 、国 籍 、個 人 の
価 値 観 等 の 多 様 性 を 包 摂 す る 社 会 は 、 新 し い 価 値 や 革 新 を 生 む と の 期 待 が も た れ て い る の
だ 。  
翻 っ て 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 界 は ど う だ ろ う か 。 女 性 指 揮 者 の 進 出 が 自 然 に は 進 ま な い 背 景 に

は 、 音 楽 家 の 仕 事 と ジ ェ ン ダ ー 役 割 を 結 び つ け て き た 歴 史 が 影 響 し て い る 。 そ う し た 因 襲 を 打
破 す る た め に は 「 ク ォ ー タ 制 」 の 考 え 方 を 取 り 入 れ る こ と が 肝 要 だ と い う 意 見 と 、 こ の よ う な
制 度 は 逆 差 別 で 、 音 楽 能 力 的 な 「 最 適 値 」 か ら の 乖 離 を 招 く と い う 意 見 は 、 常 に 平 行 線 を た ど
る 。こ う し た 議 論 は 、「 リ ケ ジ ョ 」を 増 や す た め に 大 学 理 工 系 学 部 が「 女 子 枠 」入 試 を 導 入 し た
こ と へ の 賛 否 両 論 と も 相 通 ず る も の が あ る 。  
し か し 、 考 え て み て ほ し い 。 ピ ア ノ や ヴ ァ イ オ リ ン な ど の 楽 器 奏 者 や 声 楽 家 は 、 歴 史 的 に も

比 較 的 早 く か ら 女 性 音 楽 家 が 活 躍 し 、 ロ ー ル モ デ ル も 豊 富 だ 。 そ れ に 対 し 、 女 性 指 揮 者 は 圧 倒
的 に 少 な く 、 ブ ラ イ ン ド ・ オ ー デ ィ シ ョ ン は 性 質 上 成 り 立 た ず 、 指 揮 台 に 上 ら な け れ ば キ ャ リ
ア を 積 め な い こ と を 考 慮 す れ ば 、 能 力 あ る 女 性 指 揮 者 が 「 ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス 」 に 左 右
さ れ ず に 経 験 を 積 め る サ ポ ー ト シ ス テ ム を 築 く こ と は 一 定 の 意 義 が あ る と 言 え よ う 。  
  
 
６．結び  
 
変 化 の 兆 し も あ る 。2 0 2 3 年 4 月 に 指 揮 者 の 沖 澤 の ど か が 京 都 市 交 響 楽 団 の 常 任 指 揮 者 に 就 任

し た ニ ュ ー ス は 音 楽 界 に 新 風 を 吹 き 込 み 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 フ ァ ン で な い 層 か ら も 期 待 が 寄 せ ら
れ る 。 シ ン ガ ポ ー ル 出 身 の 注 目 の 若 手 指 揮 者 カ ー チ ュ ン ・ ウ ォ ン （ 日 本 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 交 響
楽 団 首 席 指 揮 者 ） を 聴 き に 、 海 外 の 観 光 客 が 日 本 を 訪 れ 、 イ ン バ ウ ン ド 需 要 の 拡 大 が 起 こ る か
も し れ な い 。オ ー ケ ス ト ラ が 、こ れ か ら の 百 年 も 、社 会 に 必 要 と さ れ る 音 楽 制 度 と し て 存 続
し て い く た め に は 、組 織 の 上 層 部 、指 揮 者 や 楽 団 員 、レ パ ー ト リ ー 、聴 衆 と い っ た あ ら ゆ る
局 面 で 多 様 性 を 実 現 し 、 新 た な 文 化 的 価 値 観 を 創 出 し て い け る か ど う か に か か っ て い る 。  
こ の 際 、 ま ず は オ ー ケ ス ト ラ の 理 事 に ク ォ ー タ 制 を 導 入 し 、 女 性 比 率 3 0％ 以 上 を 目 指 し

て は ど う だ ろ う か 。  
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